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海外派遣関連事業の特別区の取組状況について 令和４年６月２０日 
教育人事企画課 

コロナ感染拡大前年（H30）２３区の取組状況 小学生海外派遣の実施区→２区（港区、世田谷区）  中学生海外派遣の実施区→（港区ほか１８区）※区長部局の予算で実施している場合も含む。 

 

１ フィンランド・アメリカ（シリコンバレー）毎年 ＆ 中国（北京市）隔年 

２ 中学２年生１６人・中学２年生１６名   ＆ 中学２年生１６人 

３ 派遣日数１０日（１１～１２月）     ＆ 派遣日数７日（３月） 

渋谷区 ※１  

１ カナダ（スコーミッシュ） 

２ 中学３生 ４２人 

３ 派遣日数１１日（７～８月） 

江東区 

参考資料１ 

 

１ 英国（ロンドン・ウエストミンスター） 

２ 中学２年生 １０人 

３ 派遣日数１０日（１１～１２月） 

千代田区 

 

１ オーストラリア（シドニー） 

２ 中学２年生 １０人 

３ 派遣日数１０日（１１～１２月） 

中央区  

１ オーストラリア（メルボルン） 

２ 小学６年生 ４０名 

３ 派遣日数９日（７月） 

 

１ デンマーク（グラズザックセ） 

２ 中学２年生 １７人 

３ 派遣日数７日（８月） 

台東区 

 

１ ドイツ（ブレーメン）・アメリカ（セーラム） 

２ 中学２年生 ５６人        

３ 派遣日数１２日（８月） 

大田区 

 

１ ニュージーランド 

２ 中学１～３年生 １５人 

３ 派遣日数１４日（８月） 

品川区 ※１ 

 

１ オーストラリア（シドニー） 

２ 中学２年生 ２０人 

３ 派遣日数１０日（７～８月） 

墨田区 

 

１ 中国・韓国（受入年含め３年ごと） 

２ 中学２年生 １０人 

３ 派遣日数４日（７～８月） 

目黒区 ※１ 

 

１ オーストリア（ウ ィ － ン）・オーストラリア（バンバリー） 

２ 小学５年生 ３２人        

３ 派遣日数９日（１１月） 

 

１ カナダ（ウィニペグ）・オーストラリア（バンバリー） 

２ 中学２年生 １８人        

３ 派遣日数１７日（９～１０月） 

世田谷区 

 

１ ニュージーランド（ウェリントン） 

２ 中学２～３年生 １９人 

３ 派遣日数１８日（７～８月） 

中野区 ※１ 

 

１ オーストラリア（ウィロビー） 

２ 中学２～３年生 ２５人 

３ 派遣日数１３日（８月） 

杉並区 

 

１ アメリカ（カリフォルニア州） 

２ 中学２年生 ４０人       

３ 派遣日数１１日（１１月） 

北区 

 

１ マレーシア 

２ 中学１～３年生 ２３人 

３ 派遣日数６日（８月） 

板橋区 

 

１ オーストラリア（クィーンズランド） 

２ 中学２年生 ４８人 

３ 派遣日数８日（８月） 

葛飾区 

 

１ オーストラリア（クィーンズランド） 

２ 中学２・３年生 ６８人 

３ 派遣日数８日（７月） 

練馬区 

 

１ オーストラリア・ニュージーランド 

２ 中学２～３年生 ４０人 

３ 派遣日数１２日（７～８月） 

江戸川区 

 

１ オーストラリア（パース） 

２ 中学２年生 ４０人 

３ 派遣日数１０日（８月） 

港区 

※１ 教育委員会以外が事業を実施している区 

２３区の海外派遣先（感染拡大前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オーストラリアへの派遣を実施している

区が最も多い傾向にある。日本との時差が

ないこと、治安が安定しており、日本と友

好的な関係にあること、英語圏であること

が理由として挙げられる。ニュージーラン

ドも同様の理由である。 

 アメリカに派遣している３区は、いずれ

も西海岸への派遣を行っている。 
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平成１９年度から開始している港区小中学生海外派遣事業は、コロナ禍の期間、区内でのＭＩＮＡＴＯイングリッシュプログラム（R2.R3）、沖

縄でのイングリッシュ・キャンプ（R4）への代替開催となったものの、すでに第１６回の開催を数えています。参加した児童・生徒は外国等の自

然や文化、歴史に触れ、自国とは異なる環境において異文化への理解やコミュニケーションに必要な力を身に付けてきました。 

これまでの成果を踏まえ、令和６年度からは区立中学校の全生徒が、外国語でコミュニケーションをとる直接的な機会を設け、区立中学校の魅

力をさらに向上させる契機としていきます。小学校は、これまでの海外派遣がより充実したものになるようプログラム内容を見直します。 

令和６年度 港区小中学生海外派遣の拡充に向けて 

 

 
 派遣人数 引率人数 計 引率 契約金額 １人当たり 自己負担 

小 ４０ １０ ５０ 校長１ 教員６ 
主任指導主事１ 指導主事２ 48,698,660 円 973,973 円 68,200 円 

中 ４０ ９ ４９ 校長１ 教員６ 
教育長１ 指導主事１ 48,974,940 円 999,488 円 72,400 円 

 

■小学校児童 オーストラリア 西オーストラリア州 パース市 

【現地校】 〇〇〇小学校 〇〇〇小学校 

■中学校生徒 オーストラリア 西オーストラリア州 パース市 

【現地校】 中学校 ダンクレイグ中学校 リッジビューセカンダリーカレッジ中学

■小学校 ８泊９日 

令和５年度 ７月２４日～８月１日 

■中学校 ９泊１０日 

令和５年度 ８月 ９日～８月１８日 

港区立小中学校の児童生徒を海外に派遣することにより、外国の自然、文化

及び社会に触れさせるなどの直接体験を通して、国際理解及び国際感覚の基礎

を培い、コミュニケーション能力を身に付けさせることを目的とする。 

令和５年度海外派遣 目的 令和５年度派遣先 令和５年度派遣期間 

令和５年度 港区小中学生海外派遣の在り方の検討について 
令和５年４月１７日 

教育人事企画課 

◆派遣児童生徒の資格 

１ 港区立小学校の第６学年又は港区立

中学校の第２学年に在籍している者 

２ 港区に在住している者 

３ 心身共に健康で協調性に富み、計画

に従って規律ある行動ができる者 

４ 本人が積極的に海外派遣を希望し、 

保護者の同意が得られる者 

５ 派遣のための事前及び事後の研修会

等にすべて参加できる者 

６ 帰国後、派遣体験を積極的に生かそ

うとする者 

 

◆派遣人数 

 小学校第６学年児童 ４０名以内 

中学校第２学年生徒 ４０名以内 

 

◆引率指導者 

 小学校、中学校ともに 

派遣児童生徒数÷８人（小数点以下四捨五

入） 

＋団長（校長）＋養護担当教員＋指導主事

（※年度により事務局管理職） 

（例）小学生４０名÷８人+１+１+１＝８人 

 

◆事前学習及び事後学習、報告会について 

派遣児童生徒は、派遣に伴う団体行動、語

学、外国諸事情など、海外における生活に必

要な事項の事前学習を受ける。派遣児童生徒

は、帰国後、速やかに派遣の成果を報告す

る。 

 

◆保護者の費用負担 

派遣に必要な費用の一部及び私的な諸費につ

いては、派遣児童生徒の保護者が負担する。 

小中学生海外派遣の現状 

全ての検討案において全ての中学２年生が 760 名程度が対象となることを想定。また、実施は令和６年９月から１２月での実施で検討。 

 

期

待

さ

れ

る

点 

・全ての公立中学校の生徒に海外派遣の機会を設定

できるのは港区独自の取組となる。 

・海外の本物の文化、歴史、自然に直接触れるかけが

えのない経験をすることができる。 

・ホームステイを実施した場合、海外での生活経験を

味わうことができる。 

行先次第では、日系企業等との連携の可能性もある。 

・短期集中での英語体験により、コミュニケーション

能力の向上を集中的に図ることができる。 

・学校だけでは味わえない英語での生活を通して、国

内でも海外に類似した体験をすることができる。 

・学校単位で行く場合については、国内であるため受

入先の施設との日程調整が比較的に簡単に行うこと

ができる。 

・TGG（TOKYO GLOBAL GATEWAY）は隣接

区（江東区青海）にあることから移動時間も少な

く、日帰りでの実施が可能である。 

・日常から離れたグローバルな世界を疑似体験する

ことが可能である。 

・通常の校外学習の一環として実施することがで

き、コストも比較的に安く実施できる。 

懸

念

点 

・教育課程に位置付けた宿泊行事とした場合、標準授

業時間数の確保（特例校として実施している英語科国

際等を削減しての実施を検討することも考えられる） 

・学校単位で行く場合を想定したとしても引率教員

の確保が困難かつ負担増である。 

・事業実現に向けてはコスト感がつかめない。現行オ

ーストリアで 1 人単価約 100 万円である。 

・現地受け入れの制限により、学校単位などで行先に

差が出る可能性は十分にある。 

・教育課程に位置付けた宿泊行事とした場合、標準授

業時間数の確保（特例校として実施している英語科国

際での実施検討） 

・国内でもあり引率教員の確保は比較的簡単にでき

るものの、現行の宿泊行事との棲み分けが必要にな

る。 

・国内であっても、予算が行先によって大きく異な

る。※福島のブリティッシュヒルズの場合、バス借上・

宿泊費を見込んでも 1 人 10 万以内は想定される。 

・他校も利用する非常に人気の高い施設であるた

め、利用について日程調整が必要になる。 

 

・日帰りのため、管理職・担任・英語科教員での引

率が可能である。 

・予算についてはバス借上、生徒１人あたり 800

円、教員１人あたり 1000 円程度であるため、コス

トは比較的安くおさえられる。 

中学校海外派遣の拡充について 

【参考】令和５年度 小中学生海外派遣予算見込み 

参考資料３ 

・プランＡ・プランＢのコストは、おおよその方

向性が見えないと検討できない状況にある。 

・自己負担金については、修学旅行の各校の積立

金（５万程度）と同等程度になるよう検討。 
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